
第2657号（ ）昭和43年5月29日
第三種郵便物認可け ん せ つ 北 部2022年4月9日（土）（1）

発 行 所
東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

東京都豊島区西池袋5-22-15
板橋（3963）5325
練馬（3825）5522
豊島（3986）2471
北 （3902）7121

発行人 代表者 川合 正人
発行日1日、9日、17日、25日

４
月
２
日
（
土
）
、
練
馬
区
産
業
プ
ラ
ザ
・

コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
に
て
１
４
４
人
の
参
加
で
第

６５
回
支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
分
科
会
は

開
催
せ
ず
本
会
議
場
で
各
専
門
部
等
の
報
告
と

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

新役員を代表して福岡忠行委員長が挨拶（4月2日・ココネリホール）

福
岡
忠
行
委
員
長
に
よ
る

開
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は

じ
め
、
相
次
ぐ
物
価
高
な
ど

の
情
勢
に
ふ
れ
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
で
の
仲
間
の
窮
状
を

伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
4
月

17
日
に
行
わ
れ
る
練
馬
区
長

選
挙
に
む
け
て
、
候
補
者
で

あ
る
吉
田
健
一
さ
ん
と
練
馬

支
部
が
政
策
協
定
を
結
ん
だ

こ
と
を
報
告
。
私
た
ち
の
要

求
実
現
の
た
め
に
協
力
を
と

訴
え
ま
し
た
。
最
後
に
仲
間

同
士
の
信
頼
と
結
束
の
重
要

性
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
、
あ

い
さ
つ
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
吉
田
健
一
さ

ん
は
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ

し
、
建
設
技
能
者
の
賃
金
確

保
の
必
要
性
と
そ
の
た
め
の

公
契
約
条
例
の
制
定
と
、
弱

者
に
や
さ
し
い
区
政
を
目
指

す
決
意
を
語
り
、
大
き
な
拍

手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

支
部
執
行
委
員
長

福
岡

忠
行
（
石
神
井
）

支
部
副
執
行
委
員
長

上
原

誠
（
早
宮
）

伊
藤
慶
一
郎
（
新
豊
玉
）

可
兒

美
憲
（
大
泉
東
）

上
原

良
子
（
早
宮
）

肥
野

信
彦
（
石
神
井
台
）

支
部
書
記
長

池
田

直
隆
（
常
駐
）

支
部
書
記
次
長

佐
藤

大
地
（
常
駐
）

亀
川

佑
介
（
常
駐
）

友
成

京
介
（
常
駐
）

支
部
常
任
執
行
委
員

礒
野

進
（
上
石
神
井
）

藤
井

清
一
（
旭
町
光
が
丘
）

小
玉

祥
子
（
春
日
）

畑
澤

友
美
（
南
事
業
所
）

三
角

真
弓
（
高
松
）

石
田

靖
尚
（
豊
玉
）

柄
澤

耕
一
（
大
泉
東
）

加
藤

忠
（
西
大
泉
）

和
嶋

英
人
（
田
柄
）

赤
松

雄
太

（
練
馬
／
青
年
部
長
）

支
部
執
行
委
員

中
尾

幸
一
（
北
練
馬
）

中
山

千
里
（
田
柄
）

赤
松

勝
（
練
馬
）

川
村

圭
介
（
桜
台
）

豊
島
浩
一
郎
（
豊
玉
）

小
名
日
出
夫
（
春
日
）

三
角

誠
（
高
松
）

福
井

英
夫
（
貫
井
）

寺
田

浩
（
土
支
田
）

井
村

満
（
南
田
中
）

西
川

利
彦
（
大
泉
東
）

徳
島
智
津
代
（
学
園
）

西
川

忠
大
（
西
大
泉
）

住
友

光
一
（
石
神
井
台
）

丸
山

進
（
上
石
神
井
）

帥

孝
司
（
旭
町
光
が
丘
）

豊
原

孝
仁
（
石
神
井
）

小
岩
比
呂
也
（
関
町
）

佐
藤

正
三
（
新
大
泉
）

小
谷

昭
和
（
早
宮
）

金
澤

智
（
中
村
）

奈
良

正
隆
（
富
士
見
台
）

中
込

祐
（
新
豊
玉
）

楊

洪
芳
（
北
大
泉
）

中
澤

裕
美
（
南
事
業
所
）

（
選
出
中
）

泉
、
北
事
業
所
、
谷
原
台

支
部
常
任
執
行
委
員
待
遇

支
部
主
婦
の
会
会
長

神
尾

恵
美
（
田
柄
）

支
部
執
行
委
員
待
遇

本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
幹
事
長

住
友

光
一
（
石
神
井
台
）

支
部
主
婦
の
会
事
務
局
長

住
友
か
つ
子
（
石
神
井
台
）

支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長

佐
渡

則
年
（
高
松
）

本
部
青
年
部
副
部
長

新
島

秀
成
（
早
宮
）

支
部
会
計
監
査

天
野

一
也
（
旭
町
光
が
丘
）

加
藤

明
（
西
大
泉
）

春
日
三
治
子
（
中
村
）

以
上

池
田
直
隆
書
記
長
に
よ
る

基
調
報
告
が
行
わ
れ
た
と
と

も
に
、
①
住
宅
相
談
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
（
桜
台
）
②
健
診
受
診
促

進
（
南
田
中
）
③
組
織
強
化

・
拡
大
（
旭
町
光
が
丘
）
④

後
継
者
対
策
（
田
柄
）
⑤
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
（
原
告
団
）

と
5
つ
の
活
動
経
験
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

運
動
は
分
会
な
ら
で
は
の
組

織
強
化
活
動
と
と
も
に
実
践

さ
れ
た
と
い
う
点
で
共
通

し
、
2
0
2
1
年
度
の
運
動

を
物
語
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。各

専
門
部
に
よ
る
報
告
で

は
、
西
大
泉
分
会
か
ら
財
政

納
入
率
目
標
の
設
定
に
関
し

て
の
意
見
（
修
正
案
）
が
出

さ
れ
、
今
後
、
財
政
部
会
の

な
か
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
大
会
は
、

2
0
2
1
年
度
決
算
、
基
調

報
告
と
2
0
2
2
年
度
予
算

を
原
案
ど
お
り
承
認
し
、
2

0
2
2
年
度
の
新
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
役

員
選
出
の
経
緯
に
つ
い
て
新

大
泉
分
会
か
ら
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
対

応
に
つ
い
て
は
今
後
の
機
関

会
議
の
な
か
で
議
論
・
対
応

し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し

た
。
最
後
は
上
原
誠
副
委
員

長
の
力
強
い
団
結
頑
張
ろ
う

で
支
部
定
期
大
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

▽
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
や

め
な
い
ロ
シ

ア
軍
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
に
続

き
、
3
月
4

日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
級

と
言
わ
れ
る
ザ
ポ
ロ
ジ
エ
原

発
を
攻
撃
し
占
拠
し
ま
し

た
。
原
発
攻
撃
実
施
と
い
う

衝
撃
的
な
事
態
に
対
し
、
あ

ら
た
め
て
世
界
的
軍
縮
の
機

運
が
高
ま
る
な
か
、
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
福
島

第
一
原
発
事
故
を
経
験
し
た

日
本
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
安
倍

晋
三
元
首
相
や
日
本
維
新
の

会
松
井
一
郎
代
表
に
よ
る

「
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い

て
議
論
す
べ
き
」
と
の
発
言

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ふ
た

た
び
軍
拡
や
憲
法
改
悪
の
動

き
を
強
め
て
い
ま
す
。
▽
自

国
に
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
を

配
備
す
る
「
核
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

の
う
ち
5
か
国
が
実
施
し
て

い
ま
す
。
約
1
0
0
発
の
核

弾
頭
が
あ
る
と
さ
れ
、
一
度

戦
闘
が
始
ま
れ
ば
先
制
攻
撃

の
標
的
と
な
る
危
険
な
状
況

を
招
き
ま
す
。
今
こ
そ
世
界

の
舵
取
り
役
と
し
て
平
和
と

核
廃
絶
へ
の
姿
勢
を
し
め
す

べ
き
日
本
が
、
軍
事
に
よ
る

抑
止
に
頼
る
判
断
を
許
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
度

と
建
設
職
人
の
技
術
を
戦
争

に
利
用
さ
せ
な
い
精
神
の
も

と
、
私
た
ち
は
平
和
と
核
廃

絶
を
目
指
し
運
動
を
強
め
て

い
き
ま
す
。
（
渡
）

練馬支部第65回定期大会
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組
織
強
化
と
と
も
に
運
動
の
実
践
を

4
つ
の
分
会
活
動
が

基
調
報
告
を
補
強

私
た
ち
の

要
求
実
現
に
む
け
て

練馬支部新役員（敬称略）練馬支部新役員（（敬敬称称略略））
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東
京
土
建
一
般
労
働
組

合
練
馬
支
部
第
65
回
定
期

大
会
は
、
前
大
会
に
引
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
か
つ
て
な
い
規

模
・
ス
ピ
ー
ド
で
猛
威
を

ふ
る
う
困
難
な
状
況
の
な

か
、
運
動
の
到
達
を
総
括

し
、
新
た
な
運
動
方
針
を

確
立
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
3
年
目
、
政

府
の
対
策
は
依
然
不
十
分

で
す
。
医
療
は
拡
充
ど
こ

ろ
か
削
減
を
す
す
め
事
業

者
・
労
働
者
へ
の
支
援
も

不
足
、
検
査
・
ワ
ク
チ
ン

も
後
手
の
ま
ま
で
す
。
長

き
に
わ
た
る
大
企
業
・
富

裕
層
優
遇
と
国
民
生
活
切

捨
て
政
策
は
、
社
会
の
矛

盾
を
増
大
さ
せ
ま
し
た
。

労
働
法
改
悪
に
よ
る
非
正

規
雇
用
の
増
大
、物
価
高
、

消
費
税
増
税
と
免
税
事
業

者
排
除
に
つ
な
が
る
イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
、
国
民
の
生

存
権
保
障
を
放
棄
す
る
社

会
保
障
連
続
改
悪
が
、
貧

困
の
格
差
を
広
げ
、
国
民

を
疲
弊
・
困
窮
・
不
安
の

淵
に
立
た
せ
て

い
ま
す
。
新
自

由
主
義
の
悪
政

が
も
た
ら
し
た

矛
盾
が
コ
ロ
ナ

禍
で
噴
出
す
る
な
か
、
そ

の
見
直
し
の
必
要
性
は
明

ら
か
で
す
。

昨
年
10
月
の
総
選
挙
で

私
た
ち
は
仲
間
に
投
票
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
岸
田

政
権
は
「
新
し
い
資
本
主

義
」
「
新
自
由
主
義
の
転

換
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

政
治
と
の
違
い
を
演
出
し

ま
し
た
が
、
そ
の
政
策
に

新
自
由
主
義
か
ら
の
脱
却

の
兆
し
は
ま
っ
た
く
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
地

域
諸
団
体
と
連
帯
し
、
賃

金
引
上
げ
と
中
小
零
細
事

業
者
支
援
、
社
会
保
障
拡

充
、
庶
民
増
税
と
イ
ン
ボ

イ
ス
導
入
の
中
止
を
求

め
、
国
民
主
権
を
貫
く
政

治
を
実
現
す
る
た
め
奮
闘

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
仲

間
か
ら
は「
仕
事
が
中
止
、

延
期
に
な
り
収
入
が
大
幅

に
減
っ
た
」
「
現
場
で
感

染
症
対
策
が
と
ら
れ
て
お

ら
ず
不
安
」
な
ど
、
悲
痛

な
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

東
京
土
建
は
、
首
都
圏

の
仲
間
と
と
も
に
全
都
で

累
計
2
万
件
、
練
馬
支
部

で
は
5
7
8
件
の
相
談
に

対
応
し
て
仕
事
と
暮
ら
し

を
守
る
と
と
も
に
、
そ
の

切
実
な
要
求
を
国
・
自
治

体
・
大
手
建
設
企
業
に
突

き
つ
け
、
現
場
実
態
の
改

善
な
ど
の
成
果
を
勝
ち
取

っ
て
き
ま
し
た
。
13
年
に

及
ぶ
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

た
た
か
い
で
は
、
5
月
17

日
の
最
高
裁
判
決
で
国
と

建
材
企
業
の
責
任
基
準
が

確
定
、
首
相
が
原
告
に
謝

罪
し
最
高
裁
判
決
を
超
え

る
基
準
の
給
付
金
制
度
を

創
設
さ
せ
る
歴
史
的
な
前

進
を
築
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
到
達
を
確
信

に
、
仲
間
の
仕
事
と
い
の

ち
、
暮
ら
し
を
守
る
運
動

の
一
層
の
発
展
に
全
力
を

挙
げ
ま
す
。

7
月
の
参
議
院
選
挙

は
、
憲
法
を
守
る
正
念
場

と
な
り
ま
す
。私
た
ち
は
、

「
建
設
労
働
者
は
二
度
と

戦
争
の
た
め
の
仕
事
を
し

な
い
」
の
決
意
の
も
と
、

冷
静
な
対
話
に
よ
る
紛
争

の
解
決
を
求
め
、
憲
法
を

守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

ま
た
4
月
の
区
長
選
挙

で
は
、
区
民
本
位
の
区
政

を
取
り
戻
す
た
め
奮
闘
し

ま
す
。

私
た
ち
は
本

大
会
に
お
い

て
、
地
域
に
お

け
る
多
数
派
結

集
、
民
主
的
で
人
が
育
つ

明
る
い
建
設
産
業
の
実

現
、
税
と
社
会
保
障
大
改

悪
の
阻
止
、
憲
法
と
平
和

・
民
主
主
義
を
守
り
活
か

す
諸
運
動
に
全
力
を
挙
げ

る
こ
と
、
そ
の
組
織
的
保

障
で
あ
る
組
織
づ
く
り
を

す
す
め
、
基
礎
組
織
で
あ

る
分
会
・
群
の
機
能
回
復
、

再
活
性
化
で
組
織
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
1
％
増

勢
を
勝
ち
取
る
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

大
会
で
選
出
さ
れ
た
諸

役
員
と
大
会
参
加
者
は
大

会
方
針
の
実
践
に
向
け
て

先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。
仲
間

の
切
実
な
諸
要
求
の
実
現

の
た
め
、
す
べ
て
の
仲
間

に
組
合
運
動
へ
の
参
加
と

結
集
を
よ
び
か
け
て
、
大

会
宣
言
と
し
ま
す
。

2
0
2
2
年
4
月
2
日

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合

練
馬
支
部

第
65
回
定
期

大
会

前

支
部
常
任
執
行
委
員

大
髙

健
次
（
大
泉
東
分
会
）

石
田

靖
尚
（
豊
玉
分
会
）

前

支
部
執
行
委
員
待
遇

前

会
計
監
査

加
藤

明
（
西
大
泉
分
会
）

春
日

三
治
子
（
中
村
分
会
）

3
月
12
日
、
練
馬
支
部
会

館
に
て
青
年
部
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
2
年

目
に
あ
た
る
2
0
2
1
年
度

も
引
き
続
き
感
染
防
止
を
考

慮
し
な
が
ら
活
動
し
、
11
月

に
は
屋
外
バ
ス
ケ
ッ
ト
交
流

会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、部
員
拡
大
で

は
、
資
格
を
取
得
し
た
青
年

層
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成
金

申
請
の
声
か
け
や
、
新
た
に

加
入
し
た
仲
間
に
青
年
部
の

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
24
人
の
実

増
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
年
度
は
活
動
家

の
育
成
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
全
分
会
か
ら
の
青
年

部
員
選
出
を
目
指
し
て
一
致

団
結
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
０
２
２
年
度

青
年
部
役
員

○
青
年
部
長

赤
松
雄
太

（
練
馬
分
会
）

○
副
部
長

佐
々
木
幸
裕

（
早
宮
分
会
）
・
緒
方
竜
成

（
新
豊
玉
分
会
）

○
書
記
長

赤
松
唯
（
練
馬

分
会
）

3
月
20
日
、
練
馬
支
部
会

館
で
シ
ニ
ア
友
の
会
第
20
回

総
会
を
開
催
。
支
部
シ
ニ
ア

友
の
会
役
員
と
18
分
会
か
ら

合
計
23
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

が
続
く
な
か
2
0
2
1
年
は

支
部
段
階
で
の
交
流
会
な
ど

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
ふ
ま
え
、
来
年
度
の
活
動

方
針
と
し
て
、
①
従
来
の
一

泊
旅
行
を
比
較
的
実
現
可
能

性
の
高
い
1
日
バ
ス
旅
行
に

変
更
す
る
、
②
分
会
シ
ニ
ア

活
動
援
助
金
（
1
人
1
0
0

0
円
、
上
限
年
間
1
万
円
ま

で
）
を
活
用
し
た
分
会
交
流

会
を
、
人
数
は
少
な
く
て
も

機
動
的
に
開
催
す
る
、
③
支

部
会
館
で
行
わ
れ
る
文
化
行

事
や
平
和
の
企
画
な
ど
も
交

流
会
の
場
と
し
て
活
用
す

る
、
④
2
0
2
3
年
の
結
成

20
周
年
に
向
け
記
念
行
事
等

の
企
画
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
、
参
加
者
の
自
己

紹
介
と
「
松
代
大
本
営
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
交
流
し

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度

シ
ニ
ア
友
の
会
役
員

○
会
長

佐
渡
則
年
（
高
松

分
会
）

○
副
会
長

深
澤
隆
雄
（
田

柄
分
会
）
、
佐
藤
與
七
（
桜

台
分
会
）
、
照
井
三
夫
（
北

大
泉
分
会
）、
若
松
宣
江（
旭

町
光
が
丘
分
会
）

○
事
務
局
長

奥
澤
悦
子

（
関
町
分
会
）

3
月
6
日
、
練
馬
支
部
会

館
に
て
第
16
回
Ｐ
Ａ
Ｌ
ね
り

ま
総
会
を
13
人
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
発
足
15
周
年
を
盛
大
に
祝

う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
急
拡
大
を
う
け

参
加
人
数
を
絞
っ
て
行
い
ま

し
た
。
2
0
2
1
年
度
は
前

年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
が
続

き
、
現
場
交
流
会
や
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
開
催
が
困

難
で
、
仲
間
か
ら
の
現
場
情

報
の
取
得
が
困
難
な
状
況
で

し
た
。
し
か
し
、
大
手
企
業

交
渉
の
従
事
者
会
議
で
集
ま

っ
た
情
報
を
元
に
、
現
場
休

工
に
伴
う
休
業
補
償
を
勝
ち

取
る
な
ど
前
進
面
も
あ
り
ま

し
た
。
野
丁
場
現
場
に
従
事

す
る
仲
間
を
増
や
し
、
新
年

度
も
い
っ
そ
う
旺
盛
に
Ｐ
Ａ

Ｌ
運
動
に
取
り
組
み
現
場
改

善
を
図
ろ
う
と
意
思
統
一
し

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度

Ｐ
Ａ
Ｌ
ね
り
ま
役
員

○
会
長

小
岩
比
呂
也
（
関

町
分
会
）

○
副
会
長

中
山
千
里
（
田

柄
分
会
）
・
金
井
茂
雄
（
大

泉
東
分
会
）・
住
友
光
一（
石

神
井
台
分
会
）
・
鎌
田
義
昭

（
早
宮
分
会
）
・
朝
永
考
志

（
新
豊
玉
分
会
）

○
幹
事
長

佐
藤
金
作
（
新

大
泉
分
会
）

○
幹
事

菅
野
博
孝
（
関
町

分
会
）
・
志
田
行
雄
（
泉
分

会
）
・
斉
藤
晃
一
（
中
村
分

会
）

○
住
宅
部
会
部
長

庄
司
隆

昭
（
北
大
泉
分
会
）

○
住
宅
部
会
副
部
長

新
井

修
（
石
神
井
分
会
）

3
月
12
日
、
支
部
会
館
に

お
い
て
第
55
回
練
馬
支
部
主

婦
の
会
総
会
が
63
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
か
ら
例
年
の
半
数
程
度

に
人
数
制
限
を
取
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
分

会
参
加
者
の
協
力
の
も
と
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
「
主
婦
の

会
」
か
ら
「
女
性
の
会
」
へ

の
使
用
名
称
変
更
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
の
結
果
承
認
さ

れ
、
2
0
2
2
年
度
を
新
役

員
と
と
も
に
新
た
な
決
意
で

切
り
拓
こ
う
と
意
思
統
一
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度

女
性
の
会
役
員

○
会
長

神
尾
恵
美
（
田
柄

分
会
）

○
事
務
局
長

住
友
か
つ
子

（
石
神
井
台
分
会
）

○
副
会
長

金
本
亜
麗
（
谷

原
台
分
会
）
・
新
里
恵
美
子

（
石
神
井
台
分
会
）
・
荒
川

江
利
（
大
泉
東
分
会
）
・
和

田
絵
美
（
貫
井
分
会
）

従
事
者
会
議
の
情
報
を
元
に
運
動
が
前
進

第
65
回
定
期
大
会

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣
言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言

第
65
回
定
期
大
会

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣
言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言

分
会
活
動
援
助
金
の
活
用
を

青年部大会

今
大
会
の
改
選
で

退
任
さ
れ
た

支
部
役
員
（
敬
省
略
）

24人実増を
勝ち取る

名
称
変
更
と
新
役
員
選
出

55
第

回
練
馬
支
部

主
婦
の
会
総
会

20
第

回
シ
ニ
ア
友
の
会
総
会

16
第

回

Ｐ
Ａ
Ｌ
ね
り
ま
総
会
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組
合
の
推
薦
決
定
に
つ
い
て
は
「
吉

田
区
長
」
が
誕
生
し
た
際
に
公
契
約
条

例
制
定
が
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ

り
ま
し
た
の
で
、
3
月
4
日
に
直
接
面

談
を
行
い
ま
し
た
。

面
談
当
日
、
吉
田
さ
ん
か
ら
「
公
契

約
条
例
の
よ
う
に
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
今

こ
そ
働
く
人
の
適
正
な
賃
金
を
確
保
す

る
た
め
の
制
度
を
確
立
す
べ
き
と
き
」

と
お
話
が
あ
り
、
練
馬
区
が
発
注
す
る

あ
ら
ゆ
る
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の

適
正
賃
金
確
立
に
関
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
、
東
京
土
建
と
一
致
点
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
定

期
大
会
で
の
ご
あ
い
さ
つ
の
中
で
も
明

言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
以
外
の
吉
田
健
一
さ
ん

が
掲
げ
る
施
策
は
次
の
と
お
り
15
項
目

に
渡
り
ま
す
。

1．すべての子どもに公平な教育 「子どもは社会が育てる」
2．安心して子育てできる環境整備 「きめ細やかなサポート」
3．若い力を区政に生かす「若者が住みたい街をめざす」
4．高齢者の不安解消 「高齢者の尊厳を守る」
5．障がいのある人が地域で暮らすための支援 「当事者とともに」
6．貧困対策 「本当に必要な支援を素早く」
7．個人の尊重とジェンダー平等 「自分らしく生きていけるまちづ
くり」

8．区民との対話重視 「当事者の目線に立ち、当事者の声を聴く」
9．インフラ整備は、ゼロから見直しを 「柔軟な発想ができる区政
に」

10．みどりと農地を守る⁉「気候危機宣言で、CO2排出ゼロをめざす」
11．先を見据えた医療・コロナ対策 「専門性・体制強化・情報公開」
12．災害対策のアップデート 「時代にあわせた見直しを」
13．基礎自治体の誇り 「東京都から権限（自治）を取り戻す」
14．徹底的な情報公開 「民主主義の根幹『知る権利』を保障」
15．行政の無駄遣いをなくす⁉「コロナ後の10年を見据えた効率化」

東
京
土
建
練
馬
支
部
は
4
月
17
日
に
投
開
票
さ
れ
る
練
馬
区
長
選
挙
に
関

し
て
3
月
支
部
執
行
委
員
会
に
お
い
て
吉
田
健
一
さ
ん
を
推
薦
決
定
し
ま
し

た
。
4
月
2
日
に
開
催
し
た
支
部
定
期
大
会
で
も
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
吉
田
区
長
実
現
に
む
け
て
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

組
合
と
締
結
を
し
た
政
策
協
定
を
手
に

（
左
・
吉
田
健
一
さ
ん

右
・
上
原
良
子
副
委
員
長
）

3
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

吉
田
健
一
さ
ん
の
決
起
大
会

で
は
、
「
政
治
は
弱
者
の
た

め
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
15

の
公
約
に
も
あ
る
と
お
り
、

子
ど
も
か
ら
若
者
、
そ
し
て

高
齢
者
や
生
活
に
困
窮
す
る

区
民
を
全
力
で
支
え
よ
う
す

る
強
い
意
志
が
表
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
「
4
0
0
0
万
円

以
上
も
す
る
区
長
の
退
職
金

は
い
ら
な
い
。
そ
の
資
金
を

使
え
ば
何
年
も
フ
ー
ド
バ
ン

ク
活
動
が
で
き
る
。
多
く
の

困
窮
者
支
援
が
可
能
に
な

る
」
「
保
育
園
は
親
が
働
く

た
め
に
子
ど
も
を
預
け
る
だ

け
で
な
く
親
が
ス
ト
レ
ス
か

ら
解
放
さ
れ
余
暇
を
楽
し
む

た
め
に
預
け
る
場
所
で
も
あ

る
べ
き
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
充
実
し
て
不
登
校
の
子

ど
も
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
」
と
い
っ
た
よ

う
に
単
に
弱
者
救
済
を
掲
げ

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
具
体

的
な
施
策
と
そ
れ
を
裏
付
け

る
予
算
に
つ
い
て
も
明
確
に

す
る
な
ど
非
常
に
分
か
り
や

す
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

支
部
定
期
大
会
で
挨
拶
を
す
る
吉
田
健
一
さ
ん

（
＝
4
月
2
日
・
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
）

今
回
の
区
長
選
は
昨
年
秋

の
衆
議
院
選
挙
で
も
見
ら
れ

た
よ
う
に
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
に
よ
っ
て
そ
の
力
を
結

集
さ
せ
、
「
区
民
が
主
役
の

区
政
に
転
換
」
さ
せ
る
た
め

の
た
た
か
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。
突
然
の
谷
原
保
育
園
の

閉
園
や
高
齢
者
い
き
い
き
健

康
事
業
の
規
模
縮
小
な
ど
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ

以
上
の
暴
走
を
食
い
止
め
る

こ
と
が
組
合
の
多
く
の
仲
間

の
生
活
に
と
っ
て
も
重
要
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

組
合
で
吉
田
健
一
さ
ん
を

推
薦
決
定
し
ま
し
た
が
区
長

選
の
投
票
に
つ
い
て
は
個
人

の
自
由
を
縛
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら

毎
回
30
％
程
度
の
低
投
票
率

の
区
長
選
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
分
会
・
群
の
仲
間
ど

う
し
、
自
由
な
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
区
長
選
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

公
選
ハ
ガ
キ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
お
仲
間
、
ご
家
族
、
ご
友
人
含
め
て
呼
び
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉田さんの施策を目にする大会参加者

吉田健一さんの推薦を決定吉田健一さんの推薦を決定
賃
金
確
保
に
む
け

一
致
点
を
見
い
出
す

4月17日練馬区長選挙

野
党
共
闘
そ
し
て

仲
間
の
力
の
結
集
を

具体的な施策で弱者救済を掲げる
「吉田健一オフィシャルサイト」
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3
月
23
日
の
「
消
費
税
減

税
！
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
中
止

！
ね
り
ま
イ
ン
パ
ク
ト
」は
、

地
域
の
労
働
組
合
・
団
体
か

ら
78
人（
土
建
65
人
、
民
商
、

労
連
、
年
金
者
組
合
、
相
田

会
計
事
務
所
、
共
産
党
区
議

団
）の
仲
間
が
結
集
し
て「
増

税
、
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
上
昇

の
今
こ
そ
消
費
税
率
を
5
％

へ
も
ど
せ
！
零
細
事
業
者
の

営
業
奪
う
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
を
中
止
せ
よ
！
」と
、

多
く
の
通
行
人
へ
訴
え
か
け

ま
し
た
。

行
動
は
6
駅
頭
一
斉
宣
伝

に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、
石

神
井
公
園
駅
中
央
口
バ
ス
ロ

ー
タ
リ
ー
前
に
結
集
時
に
は

1
0
0
人
規
模
の
大
宣
伝
と

な
り
ま
し
た
。
統
一
色
で
あ

る
黄
色
を
身
に
ま
と
っ
た
仲

間
が
宣
伝
物
の
配
布
、
署
名

や
シ
ー
ル
投
票
を
訴
え
る
な

か
、
宣
伝
カ
ー
か
ら
は
各
団

体
に
よ
る
マ
イ
ク
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ね
り
ま
イ
ン
パ
ク

ト
は
、
不
安
定
な
天
候
や
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
高
止

ま
り
し
て
い
る
な
か
で
の
取

り
く
み
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
運
動
を
止
め
て
は
い
け
な

い
。
大
変
な
時
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
の
団
結
で
前
へ
す
す

む
」
強
い
姿
勢
で
、
一
時
間

半
の
行
動
を
通
し
て
チ
ラ
シ

8
0
0
枚
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
2
、

0
0
0
個
・
署
名
67
筆
、
消

費
税
5
％
へ
の
引
き
下
げ
あ

る
い
は
廃
止
が
占
め
た
シ
ー

ル
投
票
（
廃
止
66
％
、
5
％

へ
減
税
33
％
、
8
％
へ
減
税

・
10
％
据
え
置
き
0
％
）
の

協
力
を
得
る
な
ど
、
文
字
ど

お
り
地
域
へ
「
今
こ
そ
消
費

税
を
5
％
へ
も
ど
せ
！
イ
ン

ボ
イ
ス
導
入
を
中
止
せ
よ

！
」
と
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
、
重
税
反
対
の
世
論

を
巻
き
起
こ
す
運
動
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

3月15・25・29日の3日間の日程
で練馬支部主催「緊急コロナ支援セ
ミナー」を開催し、計25人（うち事
業所向け開催日には8人）が参加し
ました。セミナーでは現在利用可能
な制度の紹介と個別相談を行ったと
ころ、個人・事業所ともに「事業復
活支援金」への関心が高く、「自分
が給付対象か知りたい」「必要書類
を教えてほしい」などの質問に応じ、
実際に申請までサポートを行いまし
た。なかには新型コロナにかかり（完
治されたのち）、組合の給付制度を
利用するために参加をした仲間もい
ました。

通
行
人
へ
シ
ー
ル

投
票
の
訴
え

建
築
金
物
・
鍛
冶
工（
2
人
）

従
業
員

平
和
台
技
研（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
平
和
台
1
―
7
―
14

☎
0
9
0
―
4
0
1
1
―
6

5
6
0

電
工
（
3
人
以
上
）
社
員
・

短
期

㈱
河
村
電
設
（
富
士
見
台
分

会
）

練
馬
区
高
松
6
―
8
―
15

☎
0
9
0
―
8
6
4
5
―
2

7
0
5

大
工
（
2
人
）
社
員
・
請
負

合
同
会
社
梁
建
（
北
大
泉
分

会
）

埼
玉
県
新
座
市
1
―
5
―
4

☎
0
9
0
―
5
5
1
2
―
1

0
1
4

塗
装
工
（
2
人
）
従
業
員
・

短
期
・
請
負

建
装
社
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
5
―
2

―
18
―
7
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3

8
1
2

電
気
工
事
（
2
人
）
社
員

㈱
住
田
電
設
（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
北
6
―
22
―
9

―
4
0
1

☎
0
9
0
―
9
1
3
8
―
3

6
3
8

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み

は
東
京
土
建
練
馬
支
部
求
人

・
求
職
係
ま
で

☎
0
3
―
3
8
2
5
―
5
5

2
2

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

干
潮
の
浅
瀬
で
、
と
い

え
ば

5

花
び
ら
の
外
側
に
あ
り

ま
す

7

…
…
世
、
…
…
否
、
…

…
惑

8

豪
華
で
ぜ
い
た
く
の

意
。
Ｄ
Ｘ
と
略
す
こ
と

も

9

見
込
み
違
い

11

春
の
七
草
の
一
つ

12

米
軍
新
基
地
建
設
反
対

は
沖
縄
の
…
…
で
す

13

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
こ
う
も

言
う

15

こ
ど
も
の
日
の
前
日
は

…
…
の
日
で
す

17

国
の
領
土

18

大
勢
の
…
…
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
が
恋
し
い

20

若
い
世
代
の
こ
と
。
最

近
あ
ま
り
聞
か
な
い
言

葉
で
す

21

「
…
…
シ
テ
ィ
」
は
多

様
性
の
こ
と
。
街
と
は

無
関
係
で
す

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
の

相
手

2

南
米
の
伝
説
の
都
「
エ

ル
・
ド
ラ
ー
ド
」
。
和

訳
は
…
…
郷

3

自
己
中
心
で
す
。
…
…

引
水

4

ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
別
名

5

学
生
・
生
徒
が
着
用
し

ま
す

6

薬
師
如
来
が
曲
げ
て
い

る
の
で
…
…
指
と
呼
ば

れ
る
と
か

10

し
ま
な
み
海
道
は
…
…

で
有
名

12

漫
画
「
タ
ッ
チ
」
の
浅

倉
…
…

14

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大

の
都
市

16

粘
土
を
焼
い
て
作
っ
た

円
管

17

あ
な
た
が
好
き
で
す

19

裏
切
者
の
代
名
詞
と
い

え
ば

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
訂
正
・
お
詫
び
〉

前
回
2
6
5
3
号
「
分
会

情
勢
学
習
会
」
記
事
の
な
か

で
記
載
内
容
に
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
以
下
の
と
お
り

訂
正
と
と
も
に
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

（
誤
）3
月
25
日
開
催（
正
）

2
月
25
日
開
催

◇
今
年
の
干
支
寅
の
イ
ラ
ス

ト
（
豊
玉
分
会
／
風
間
秀
雄

さ
ん
）

○
2
月
9
日
（
2
6
4
9
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え
：
ギ
ン
セ
カ
イ
（
銀
世
界
）

当
選
者

豊
玉
分
会

風
間

秀
雄
さ
ん

関
町
分
会

小
出

誠
さ
ん

旭
町
光
が
丘
分
会

工
藤

吉
春
さ
ん

早
宮
分
会

早
瀬

八
重
子
さ
ん

早
宮
分
会

天
野

邦
子
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答
え

て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
5

0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
2
年
5
月
25
日

（
水
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

区
内
７
駅
頭
で

宣
伝
実
施
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ねりまインパクトに6団体78人が結集ねりまインパクトに6団体78人が結集

事業復活支援金の関心高まる

コロナ支援
セミナー開催
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